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2Na－4 乳幼児の歩行時足部形状の成長に伴う変異
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　（目的）乳幼児期には、足部サイズが著しい成長を遂げると同時に、歩行機能、アーチ形
成も大きな固体差を示しながら発達する。乳幼児靴の設計に当たっては、歩行動作の変化
を考慮し足軸角度や鍾骨が安定する構造を検討すると同時にきめ細かなサイズ設定を行う
必要があると考えられる。そこで本研究では、歩行時の足部形状の成長に伴う変異につい
て足部計測値、脚部形状との関係から検討を行った。
　（方法）資料は首都圏在住の保育園児（0～6歳）48名を対象とした４ヵ月間隔の追跡
データである。計測時期は、1988年11月～199 3年12月、歩行時フットプリン

トの採取は1994年１月に行った。計測項目は、足部の長径、周径1 2項目、フットプ
リントから採取した角度７項目、長径４項目、および土踏まずの面積の計24項目である。
歩行時フットプリントは、水性スタンプインクを足裏につけ紙上を自然歩行後、インク輪
郭から採取した。
　（結果）1.乳幼児の足部形状は加齢に伴い、靴の拘束の影響を強く受けながら足先部が
変化する。 2. 歩行時の正中線に対する足軸角度は、歩き始めは小さく、ストレートか内
股歩行を示すが、加齢に伴い外反し、外股歩行となる。 3. ストライドは加齢に伴い増加
するが、乳幼児期においては、固体差が著しく、脚部形状との関係が大きいと考えられる。
4.土踏まずの面積は歩き始めの時期は足指を除く足裏面積の5％に満たないが、６歳時
には３０％程度に達する。 5.加齢が進んでも土踏まずが形成されないサンプルが数名存

在し、これは内股歩行、肥満のサンプルと一致する。
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　（目的）乳幼児期は歩行開始時期に相当するため、足部の成長･｡形状に著しい変化が現わ
　れる。また個人差も大きく、衣服や靴のサイズ設定のために足部の成長・形状を詳細に把
　握することが重要である。｡前報では乳幼児の足部の縦断的データを用い、計測値と足型形
　状の成長変異を中心に検討を行った。本研究では同じ体肢である手部と足部との関連、性
　別における成長量・成長カーブの差異、また個人の成長追跡データの特徴について検討し
　た。
　（方法）資料は首都圏在住の保育園児（Ｏ～６歳）の1）横断的データ2 12名、２）縦
　断的データ2 2名であり、計測は1）19 9 2年･19 9 3年の夏季２回、2）19 9 1
　～19 9 3年の2ヵ月おきに１０回行った。計測項目は足部に関する１０項目、手部に関
　する７項目と身長・体重の全1 9項目である。また同時に足型輪郭形状を採取し、第２指
　骨頭点・左右ボールジョイント・腫点を結んで得られる角度８項目、長径６項目を測定し
　た。
　（結果）1.足幅と手幅の相対変異は、相関係数0.76と比較的低いが、足長と手長では相
　関係数0.89を示し、高い相関が認められた。2.身長別に成長の変異をみると大転子高・
　膝関節高・全腕長は性別に差がないのに対して、足幅・足囲ウェストに関しては男子のは
　うが女子より大きい値であり、幅広であることが示された。3.足部のアーチ形成の時期

　における個人差について、内果高・外果高の成長曲線から明確に示された。4.足型輪郭
　形状の追跡データから、足軸角度は成長に伴い大きな個人差を示し、脚部形状・歩行形態
　の影響を強く受けると考えられた。
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